
公⽴⼩学校における デジタルアーカイブの資料を活⽤した授業実践 

第６学年_社会科における授業展開（略案） 
 
⽇ 時  
場 所         ６年⽣教室 
指導者           

 
【⽬標】  
・服部半蔵ゆかりの地が東京に残っていることから、問いを抱く。 
・資料から、服部半蔵が徳川家康の伊賀越えに尽⼒して信頼を獲得したことを知る。 
・忍者や服部半蔵に関わる歴史的事象に迫ることを通して、伊賀への愛着と誇りを深める。 
 

学習活動 指導上の留意点 使⽤教材等 
●前時の学習を振り返り、「忍者

の○○」をテーマに児童各⾃が
調べてきたことを共有する 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
●資料①「半蔵⾨駅の写真」から 

服部半蔵の名が東京に今も 
残っていることを知る 

●資料②「みどころキューブ」に
⽰された資料（資料③など）か
ら、服部半蔵が徳川家康と関り
があったことをつかむ 

 
●資料④「伊賀越え」から、服部

半蔵が徳川家康の本国帰還に深
くかかわったことをつかむ 

 
●学習問題「なぜ服部半蔵ゆかり

の地が東京にあるのか」につい
てわかったこと、考えたことを
まとめる。 

〇児童は⾃ら⽴てたテーマについて google スラ
イドにまとめてきている。調べてきたことを
発表する時間を 10 分程度は確保したい。 

〇授業者は、児童の発表に挙がったテーマや児
童が調べたことの概要、調べ⽅を板書する。 

〇本時の学習問題を⽴てるきっかけとして、
「服部半蔵」について調べた児童のシートは
必ず共有するようにしたい。 

〇「半蔵」の名がはっきりと残っていることへ
の驚きを表現した表情やつぶやきを拾い、学
習問題の成⽴へとつなげていきたい。 

 
 
〇伊賀と東京の地理的な関係や、江⼾時代成⽴

前後の⼈の名が現代にも残る時間的な関係を
認識するために、資料①「半蔵⾨駅の写真」
と資料②「みどころキューブ」を活⽤する。 

〇資料③「徳川⼗六将図」にて、徳川家康との
深いかかわりがあったことを認識させたい。 

〇資料④⼀次資料の「伊賀者⼤由緒記」は読解
が困難であるため、発達段階を考慮して「歴
史発⾒ 11（NHK 歴史取材班）」等を参照し
て授業者が作成した資料を提⽰する。 

〇考えがまとまらない様⼦の児童には、徳川家
康の「伊賀越え」に貢献したことを根拠とし
て学習問題についてわかったことを記すよう
に助⾔する。 

〇今後の⾒通しとして、「みどころキューブ」
に「忍者」をテーマとして調べた史資料や
「服部半蔵」と他地域の関わりが⾒出せる史
資料をアップロードしていく事を提⽰する。 

・電⼦⿊板 

・⼀⼈１台パソコン 
・Google スライド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・資料① 

「半蔵⾨駅の写真」 
 
・資料② 
「みどころキューブ」 
 
・資料③ 
「徳川⼗六将図」 
 
・資料④ 
「伊賀越え」 
 
 
 

なぜ服部半蔵ゆかりの場所が東京にあるのだろう？ 



【提⽰する画像】 
・児童作成のスライド（画像は⼀例）               ・資料②みどころキューブ（導⼊[問いの創発]版） 

https://images.dnpartcom.jp/cube/igacity/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・資料①「半蔵⾨駅の写真」（授業者撮影）          ・資料③「徳川⼗六将図」 
                             https://adeac.jp/hamamatsu-city/catalog/mp000220-200010 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・資料④「伊賀越え」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【学習指導要領コード】 
82201L0100000000    8220262200000000    8220262100000000   
8220263221000000    8220265232100000    8220265232200000   
82203L0220000000 


